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令
和
８
年
４
月
22
日
、
大
槌

町
小
鎚
地
区
に
お
い
て
林
野
火

災
が
発
生
し
、
13
時
53
分
に
消

防
へ
通
報
が
入
り
ま
し
た
。
こ

れ
を
受
け
、
釜
石
大
槌
地
区
行

政
事
務
組
合
大
槌
消
防
署
及
び

大
槌
町
消
防
団
が
出
動
し
、
小

鎚
地
区
で
消
火
活
動
に
当
た
り

ま
し
た
。

　
同
日
16
時
28
分
に
は
、
大
槌

町
吉
里
吉
里
地
区
に
お
い
て
も

林
野
火
災
が
発
生
し
ま
し
た
。

釜
石
大
槌
地
区
行
政
事
務
組
合

釜
石
消
防
署
と
釜
石
市
消
防
団

第
６
分
団
・
第
７
分
団
が
出
動

し
、
吉
里
吉
里
地
区
で
の
消
火

活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。
出
動

し
た
消
防
団
員
は
、
消
防
団
本

部
６
名
、
第
６
分
団
59
名
、
第

７
分
団
22
名
で
、
消
防
車
両
13

台
が
投
入
さ
れ
ま
し
た
。
消
防

団
員
は
夜
を
徹
し
て
消
火
活
動

に
当
た
り
、
延
焼
防
止
に
尽
力

し
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
火
災
現
場
で
は
防

火
水
槽
の
貯
水
量
が
不
足
す
る

状
況
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

消
防
団
に
は
背
負
式
散
水
装
置

が
十
分
に
配
備
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
た
め
、団
員
は
唐
鍬（
と

う
く
わ
）
を
用
い
て
火
を
た
た

く
な
ど
の
地
道
な
消
火
活
動
を

行
い
ま
し
た
。

　
翌
４
月
23
日
に
は
、
消
防
団

本
部
７
名
、
第
１
分
団
１
名
、

第
４
分
団
８
名
、
第
５
分
団
８

名
が
出
動
し
、
消
防
車
両
５
台

と
と
も
に
午
前
５
時
か
ら
午
後

５
時
ま
で
消
火
活
動
を
継
続
し

ま
し
た
。
平
日
で
あ
っ
た
こ
と

か
ら
、
活
動
は
参
加
可
能
な
団

員
に
よ
っ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
遠
野
市
、
宮
古

市
、
大
船
渡
市
か
ら
の
応
援
部

隊
が
早
期
に
到
着
し
た
こ
と
に

よ
り
、
市
消
防
団
に
よ
る
大
規

模
な
消
火
活
動
は
４
月
22
日
と

23
日
の
２
日
間
で
終
了
し
ま
し

た
。

　
５
月
２
日
午
後
１
時
に
は
鎮

圧
宣
言
が
発
表
さ
れ
、
火
災
は

沈
静
化
し
ま
し
た
。
し
か
し
、

５
月
６
日
に
は
大
槌
町
城
山
地

区
で
再
び
林
野
火
災
が
発
生

し
、
13
時
25
分
に
消
防
へ
通
報

が
入
り
ま
し
た
。

　
今
回
の
一
連
の
林
野
火
災
に

お
い
て
、
消
防
団
員
は
限
ら
れ

た
装
備
と
水
利
条
件
の
中
で
昼

夜
を
問
わ
ず
消
火
活
動
に
従
事

し
、
地
域
の
安
全
確
保
の
た
め

に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
ま
し

た
。
特
に
、
厳
し
い
環
境
下
に

お
い
て
も
地
域
を
守
る
た
め
に

懸
命
な
活
動
を
続
け
た
消
防
団

員
の
献
身
は
、
高
く
評
価
さ
れ

る
べ
き
も
の
で
す
。

大槌町林野火災における釜石市消防団の活動

　
全
国
市
議
会
議
長
会
第

１
０
２
回
定
期
総
会
に
お
い

て
、
議
員
在
職
10
年
以
上
の
表

彰
を
受
け
た
議
員
に
対
し
、
表

彰
状
と
記
念
章
の
伝
達
を
行
い

ま
し
た
。 議

員
表
彰

議
員
表
彰

佐々木　聡　議員 千葉　榮　議員

現地指揮本部に集合した釜石市消防団
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「あそびばがおー」で遊んでいたみなさんの声

日本製鉄釜石シーウェイブスのベンジャミン・ニーニ選
手のご家族。2020年にニュージーランドからチームに
参加。妻のモンジェリックさんは釜石での生活もすっか
り慣れ、「新しい遊び場ができてうれしい」そうです。

三重県四日市市から帰省していた親子。「四日市にも室
内の遊び場はあるけれど、こんなに広い施設はないです」
と話していました。

陸前高田市からきた親子は「平日は空
いているから好きな遊びができます」
とリピーターに。一回で２〜３時間は
遊んでいるそうです。

レジのおもちゃは子どもたちに大人
気。おままごとでも、「PayPay でお
ねがいします」というデジタルネイ
ティブな子どもたち。

床のクッション性の良さによって、転
んでも安心。年上の子が年下の子たち
の面倒を見るような、微笑ましいシー
ンもよくあります。

「本のまちプロジェクト」とも連動し
ている絵本。運動が苦手の子どもも絵
本で遊べるように。

順位 利用してよかった点（要約） 主な声

１ 天候に左右されず遊べる 雨・雪・暑さ・寒さの日でも利用できる

２ 無料で利用できる 「無料なのに充実」「ありがたい」

３ 広くてのびのび遊べる 子どもが自由に体を動かせる

４ 体を動かせる遊具がある アスレチックやボルダリングが好評

５ 安全に遊べる 柔らかい床材でケガの心配が少ない

６ 遊具が充実している さまざまな遊び方ができる

７ イオン内で便利 買い物ついでに利用できる

８ 年齢に応じた遊び方ができる 小さい子向けスペースがある

９ 清潔感がある 新しくてきれい

10 地域に少ない貴重な施設 「なくならないでほしい」という声も

改善点・要望（要約） 主な声

１ 靴箱・下駄箱の設置 靴が散らかっている

２ 幼児と小学生の安全対策 走り回る子との接触が心配

３ ルールの周知徹底 保護者への注意喚起が必要

４ 年齢別エリアの明確化 ゾーニングをもっとわかりやすく

５ スタッフによる見守り・声かけ 危険な遊び方への対応

６ 荷物置き場・ロッカー設置 貴重品管理への不安

７ ベンチ・休憩スペース増設 保護者が見守りやすい環境

８ 遊具の安全対策 手すり点検、保護材設置など

９ 遊具の充実 ボルダリング拡張、ふわふわ遊具など

10 利用環境の改善 清掃、夜間利用、保護者向け設備など

こども家庭センターがゴールデンウイーク中に「あそびばがおー」で取っ
たアンケートを基に作成
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